
外観イメージ

　

現
在
の
役
場
本
庁
舎
の
主
た
る
建
物
部
分

は
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
た
め
、
大
規
模
地
震
発
生
時
に

は
、
倒
壊
ま
た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
高
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
大
規
模
地
震

が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
行
政
機
能
を
維
持

し
、
か
つ
防
災
拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能
が

発
揮
で
き
る
よ
う
新
庁
舎
整
備
に
向
け
た
検

討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
将
来
を
見
据
え
た
施
設
機
能

の
整
備
や
合
併
特
例
債
の
活
用
に
よ
る
財
政

面
で
の
将
来
負
担
の
軽
減
な
ど
を
考
慮
し
、

全
部
建
替
え
を
整
備
方
針
と
定
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
設
計
内
容
な
ど
に
つ
い
て
検
討
・

協
議
を
行
い
、
新
庁
舎
建
設
の
設
計
が
完
成

し
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
工
事
計
画
と
し
て
、
は
じ
め
に
別

館
（
旧
朝
日
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）
の
解

体
、
用
水
路
移
設
な
ど
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

次
に
、
新
庁
舎
敷
地
の
造
成
と
建
設
工
事

に
着
手
し
ま
す
。ま
た
、建
設
状
況
に
応
じ
て
、

建
物
敷
地
エ
リ
ア
の
外
構
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
が
完
成
し
た
後
、
庁
舎
機
能
を
移

転
し
、
現
庁
舎
の
解
体
、
公
用
車
車
庫
の
建

設
、
構
内
通
路
の
整
備
と
外
構
工
事
を
行
う

計
画
で
す
。

　

工
事
期
間
は
、
別
館
解
体
・
用
水
路
移
設

な
ど
で
約
3
か
月
、
庁
舎
建
設
で
約
15
か
月
、

現
庁
舎
解
体
な
ど
で
約
10
か
月
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
の
工
事
期
間
中
は
、
役
場
の

業
務
を
従
来
ど
お
り
現
庁
舎
で
行
い
、
町
民

の
み
な
さ
ん
に
で
き
る
だ
け
ご
不
便
を
お
掛

け
し
な
い
で
工
事
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
月
か
ら
現
場
着
工
し
、
外
構
工
事
を
含

め
て
、
平
成
32
年
度
中
に
す
べ
て
の
工
事
の

完
成
を
目
指
し
ま
す
。

経　　　　緯 検 討 ・ 策 定 事 項 等
平成23年～平成28年 耐震診断に基づく本庁舎整備に必要な事項を調査・検討

平成29年7月～平成30年3月 本庁舎整備検討委員会において基本計画などの検討

平成29年9月 各地区区長を対象に整備検討経過説明会を開催

平成29年10月 基本方針・整備内容に対する町民からの意見募集を実施

平成29年11月 「越前町本庁舎整備基本計画」を策定

平成29年11月～平成29年12月 基本計画に基づき、最も適した設計者を選ぶプロポーザル
を実施

平成30年1月～ 設計内容の協議・作成を進める

平成30年4月 各地区区長会において配置計画・平面計画・外観デザイン
を説明

平成30年11月 「越前町本庁舎整備概要版」を町ホームページに掲載
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設
計
方
針

■
町
民
が
利
用
し
や
す
い
庁
舎

誰
も
が
使
い
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、

す
べ
て
の
人
が
直
感
的
に
利
用
で
き
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

1
階
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
窓
口
部
門
を
配
置
す
る
こ
と

で
、
開
か
れ
た
、
分
か
り
や
す
い
、
使
い
や
す
い
庁
舎

を
目
指
し
ま
す
。

■
町
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
庁
舎

構
造
体
の
耐
震
性
能
確
保
に
加
え
、
天
王
川
氾
濫
に
よ

る
浸
水
へ
の
対
策
、
災
害
時
に
対
策
本
部
と
し
て
機
能

で
き
る
会
議
室
な
ど
、
非
常
時
の
機
能
維
持
を
確
保
し

ま
す
。

■
機
能
的
で
効
率
的
な
庁
舎

柱
間
隔
を
広
く
す
る
こ
と
で
、
各
課
配
列
の
自
由
度
を

高
め
、
将
来
の
組
織
改
編
な
ど
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

よ
う
配
慮
し
ま
す
。

■
環
境
と
経
済
性
へ
の
配
慮

自
然
採
光
の
取
り
組
み
、
遮
熱
、
断
熱
化
、
地
熱
利
用

な
ど
、
風
土
の
恵
み
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
経
済
的
な
材
料
や
工

法
の
選
定
に
よ
る
建
設
工
事
費
の
削
減
を
目
指
し
ま
す
。

配
置
計
画

❶
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

隣
接
す
る
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
渡
り
廊
下
で
繋
ぐ
こ

と
で
連
携
を
高
め
、
会
議
室
な
ど
の
相
互
利
用
を
図

り
、
効
率
化
を
促
進
し
ま
す
。

❷
分
か
り
や
す
い
構
内
通
路
の
設
置

敷
地
東
側
に
構
内
通
路
を
設
け
、
敷
地
内
に
お
け
る
南

北
の
動
線
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

❸
広
く
ゆ
と
り
の
あ
る
駐
車
場

国
道
側
に
広
い
駐
車
場
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
に
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
庁
舎
側
の
駐
車
場
に

は
通
常
よ
り
広
め
の
「
ゆ
と
り
の
駐
車
場
」
を
設
置
し
、

高
齢
者
や
運
転
初
心
者
の
人
で
も
利
用
し
や
す
い
駐
車

場
に
し
ま
す
。

計
画
概
要

⃝

敷
地
面
積 　
１
７
，３
９
９
．３
１
㎡

⃝

構　
　
造　
鉄
骨
造

⃝

階　
　
数　
3
階
建
て
（
一
部
4
階
建
て
）

⃝

建
築
面
積　
２
，３
５
１
．３
３
㎡

⃝

延
床
面
積　
５
，７
５
２
．７
２
㎡

新
庁
舎
建
築
工
事
費
（
建
物
）

⃝

工
事
費
（
設
計
額
）　
22
億
７
，８
０
０
万
円

⃝

財
源

　
合
併
特
例
債
　
21
億
３
，９
７
０
万
円

　
国
庫
補
助
金
　
２
，５
６
５
万
円

　
一
般
財
源
　
１
億
１
，２
６
５
万
円

※
合
併
特
例
債
と
は
事
業
費
の
95
％
に
充
当
で
き
、
償
還
額

の
70
％
が
普
通
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
有
利
な
起
債
で
す
。

新庁舎整備の概要を
お知らせします
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